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【
２３
日
目
】
（
釜
山
～
対

馬
）
い
よ
い
よ
日
本
コ
ー
ス

へ
。
対
馬
へ
の
高
速
船
は
そ

れ
ほ
ど
ゆ
れ
る
こ
と
も
無
く

厳
原
港
に
到
着
。
歓
迎
式
会

場
で
は
、比
田
勝
尚
喜
市
長
、

松
原
一
征
・
朝
鮮
通
信
使
縁

地
連
絡
協
議
会
理
事
長
ら
が

迎
え
て
く
れ
た
。
昼
食
後
は

宗
家
ゆ
か
り
の
地
な
ど
を
訪

問
。夕
食
会
は
ユ
ネ
ス
コ「
世

界
の
記
憶
」
登
録
後
初
め
て

の
ウ
オ
ー
ク
だ
け
に
盛
り
上

が
っ
た
。

【
２４
日
目
】
（
対
馬
～
壱

岐
）
芦
辺
港
か
ら
地
元
の
人

も
加
わ
り
市
役
所
ま
で
ウ
オ

ー
ク
。
歓
迎
会
で
は
壱
岐
名

産
の
焼
酎
が
差
し
入
れ
ら
れ

た
。
一
支
国
博
物
館
や
原
の

辻
遺
跡
を
見
学
し
た

慰
霊
碑
に
献
花

【
２５
日
目
】
（
壱
岐
～
博

多
～
呉
）
博
多
か
ら
は
貸
切

バ
ス
で
下
関
へ
。
朝
鮮
通
信

使
上
陸
の
碑
を
見
学
し
、
広

島
・
平
和
公
園
へ
。
韓
国
人

原
爆
慰
霊
碑
に
参
拝
し
て
献

花
し
た
。

【
２６
日
目
】
（
下
蒲
刈
～

鞆
の
浦
）
下
蒲
刈
の
「
ご
馳

走
一
番
館
」
で
朝
鮮
通
信
使

へ
の
料
理（
模
型
）な
ど
を
見

学
。
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち

が
太
鼓
演
奏
の
歓
迎
会
。
鞆

の
浦
で
は
通
信
使
が
そ
の
風

景
を
め
で
た「
対
潮
楼
」で
第

１
次
の
地
元
ウ
オ
ー
カ
ー
、

康
静
春
さ
ん
司
会
の
歓
迎
会

が
行
わ
れ
、
通
信
使
ゆ
か
り

の
地
の
一
夜
を
楽
し
ん
だ
。

【
２７
日
目
】
（
鞆
の
浦
～

瀬
戸
内
市
）
鞆
の
浦
で
朝
鮮

通
信
使
の
資
料
を
展
示
す
る

歴
史
民
俗
資
料
館
を
見
学
。

対
潮
楼
で
「
朝
鮮
通
信
使
と

鞆
の
浦
」
の
ミ
ニ
講
義
を
受

け
、
町
並
み
や
港
を
見
て
回

っ
た
。

【
２８
日
目
】
（
牛
窓
～
大

阪
）
通
信
使
が
宿
泊
し
た
本

連
寺
で
朝
鮮
通
信
使
が
書
き

残
し
た
詩
文
な
ど
を
特
別
に

見
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の

港
町
は
水
が
豊
富
で
な
く
、

通
信
使
の
た
め
に
特
別
に
作

ら
れ
た
井
戸
な
ど
を
見
学
。

大
阪
で
出
発
式

【
２９
日
目
】
（
大
阪
～
枚

方
２８
�
）
い
よ
い
よ
日
本
コ

ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
。
新
緑
が

美
し
い
大
阪
市
役
所
横
で
出

発
式
。
懐
か
し
い
日
本
の
ウ

オ
ー
カ
ー
と
の
再
会
を
喜
ぶ

韓
国
ウ
オ
ー
カ
ー
の
顔
が
ほ

こ
ろ
ぶ
。
宣
相
圭
・
韓
国
隊

長
は
「
み
な
さ
ん
と
仲
良
く

歩
い
て
東
京
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
大
阪

か
ら
は
ロ
シ
ア
人
の
ウ
ラ
ジ

ミ
ー
ル
氏
も
加
わ
り
に
ぎ
や

か
な
顔
ぶ
れ
。
連
続
参
加
の

金
承
南
さ
ん
と
李
恵
美
子
さ

ん
も
元
気
な
足
取
り
。
淀
川

河
川
敷
の
公
園
は
、
い
つ
も

は
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
で

一
杯
だ
が
「
１０
連
休
」
の
影

響
か
遊
ぶ
人
は
ま
ば
ら
。
川

風
に
吹
か
れ
な
が
ら
心
地
よ

い
歩
き
で
枚
方
に
到
着
し
、

旗
手
を
務
め
る
増
田
隆
さ
ん

の
幼
馴
染
た
ち
に
迎
え
ら
れ

た
。初

め
て
の
雨

【
３０
日
目
】
（
枚
方
～
京

都
３１
�
）
韓
国
で
は
ほ
と
ん

ど
雨
に
降
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
、初
め
て
の
雨
ら
し
い
雨
。

強
い
風
を
避
け
て
淀
川
河
川

敷
の
川
沿
い
を
進
む
と
道
は

ゴ
ル
フ
場
に
ぶ
つ
か
る
。
土

手
に
上
が
り
国
道
沿
い
を
進

む
。
雨
が
上
が
っ
た
昼
食
後

は
蒸
し
暑
く
な
る
。
三
条
大

橋
に
ゴ
ー
ル
す
る
と
友
人
ウ

オ
ー
カ
ー
の
冷
た
い
ビ
ー
ル

の
歓
迎
が
待
っ
て
い
た
。

【
３１
日
目
】
５
月
１
日
（
交

流
日
）
高
麗
美
術
館
で
特
別

展
示「
語
り
継
ぐ
朝
鮮
の
美
」

を
鄭
理
事
の
解
説
を
聞
き
な

が
ら
見
学
。
ユ
ネ
ス
コ
「
世

界
の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ
た

「
馬
上
才
」
の
絵
を
見
る
こ

と
が
出
来
た
。
相
国
寺
慈
照

院
で
は
朝
鮮
通
信
使
が
書
き

残
し
た
詩
文
な
ど
の
実
物
を

見
学
。

【
３２
日
目
】
２
日
（
京
都

～
草
津
２７
�
）
素
晴
ら
し
い

五
月
晴
れ
。
少
し
肌
寒
い
。

三
条
大
橋
か
ら
歩
き
出
し
、

大
津
の
民
団
滋
賀
県
本
部
で

歓
迎
を
受
け
る
。
韓
国
の
女

性
ウ
オ
ー
カ
ー
は
満
面
の
笑

顔
で
民
団
の
女
性
た
ち
と
手

を
握
り
合
い
抱
擁
を
交
わ

す
。
朝
鮮
人
街
道
と
滋
賀
県

出
身
の
対
馬
藩
の
儒
者
、
雨

森
芳
洲
の
絵
を
示
し
な
が
ら

解
説
し
て
く
れ
た
。
韓
国
チ

ー
ム
は
お
礼
に
と
琵
琶
湖
の

風
に
吹
か
れ
な
が
ら
「
マ
ン

ナ
ム
」
を
合
唱
し
た
。

【
３３
日
目
】
３
日
（
草
津

～
近
江
八
幡
２３
�
）
毎
朝
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
て
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
。
今
日
は
韓

国
コ
ー
ス
の
コ
ー
ス
リ
ー
ダ

ー
、
洪
淳
彦
さ
ん
が
担
当
。

明
る
く
小
気
味
い
い
タ
ッ
チ

で
み
ん
な
を
笑
わ
せ
る
。
釜

山
か
ら
夫
婦
で
初
参
加
の
宗

吉
鎬
・
趙
貞
子
夫
妻
は
い
つ

も
手
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
歩

く
、
ま
さ
に
「
お
し
ど
り
夫

婦
」
。
約
４０
�
の
朝
鮮
人
街

道
は
行
列
と
し
て
は
将
軍
と

朝
鮮
通
信
使
だ
け
が
通
れ
た

街
道
で
葉
桜
の
緑
が
美
し
い

道
の
両
側
は
田
植
え
が
真
っ

盛
り
。

お
祭
り
に
出
会
う

【
３４
日
目
】
４
日
（
近
江

八
幡
～
彦
根
２７
�
）
今
回
も

東
近
江
市
で
お
祭
り
の
行
列

に
出
会
っ
た
。「
お
稚
児
姿
」

の
少
年
に「
可
愛
い
よ
ー
！
」

と
日
韓
の
女
性
ウ
オ
ー
カ
ー

か
ら
声
援
が
飛
ん
だ
。「
孫
」

の
姿
を
思
い
出
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
全
コ
ー
ス
を
歩

く
韓
国
の
張
正
吉
さ
ん
の
次

男
、
弘
国
さ
ん
（
韓
国
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
社
社
長
）

は
３
日
間
飛
び
入
り
参
加
し

て
歩
き
「
ア
ボ
ジ
と
今
ま
で

１
日
だ
け
の
山
登
り
に
は
行

っ
た
け
ど
、
３
日
間
も
一
緒

に
過
ご
し
た
の
は
初
め
て
。

し
ん
ど
か
っ
た
が
う
れ
し
か

っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

【
３５
日
目
】
５
日
（
彦
根

～
垂
井
３４
�
）
摺
針
峠
へ
の

上
り
道
は
わ
ず
か
２０
分
だ
が

息
が
切
れ
る
。
峠
か
ら
は
琵

琶
湖
を
遠
望
。
中
山
道
の
宿

場
を
つ
な
い
で
歩
き
垂
井
町

（
岐
阜
県
）
に
ゴ
ー
ル
す
る

と
早
瀬
・
町
観
光
協
会
会
長

ら
が
拍
手
で
出
迎
え
。
韓
国

ウ
オ
ー
カ
ー
１３
人
全
員
が
今

日
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
引
き

受
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
「
ご
対
面
」
。
前
回
と
同

じ
谷
口
敏
子
さ
ん
家
族
と
の

再
会
に
朴
海
龍
さ
ん
は
顔
を

く
し
ゃ
く
し
ゃ
に
し
て
喜
ん

で
い
た
。
そ
し
て
お
土
産
を

手
に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
向

か
っ
た
。

朝
鮮
通
信
使
友
情
ウ
オ
ー

ク
の
会

金
井
三
喜
雄
�
文

・
写
真
、
大
嶋
敏
晴
�
写
真

対馬交流館の前で比田勝市長や松原朝鮮通信使縁地
連絡協理事長らが出迎えてくれた

民
団
の
四
国
（
１４
日
、
愛
媛
県
松
山
市
）、
近
畿
（
１５
日
、
京
都
本
部
）、
関
東
（
１６
日
、
栃
木
県
日
光
市
）
の

地
方
協
議
会
が
開
か
れ
、
今
年
度
活
動
方
針
の
柱
で
も
あ
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
！
戸
別
訪
問
運
動
」
の

周
知
徹
底
を
は
じ
め
、「
組
織
改
革
委
員
会
」
が
ま
と
め
た
第
１
次
中
間
報
告
の
中
の
地
方
３
機
関
長
就
任
の
国

籍
要
件
と
３
機
関
制
度
に
対
す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

関
東
地
方
協
議
会
（
会
長

�
李
壽
源
東
京
本
部
団
長
）

は
１６
日
、
栃
木
県
日
光
市
鬼

怒
川
の
ホ
テ
ル
で
開
催
。
地

協
１１
地
方
本
部
か
ら
４６
人
が

参
加
し
た
。

主
管
の
田

埼
玉
本
部

団
長
の
歓
迎
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
今
年
、
新
た
に
地
協

会
長
に
就
任
し
た
李
壽
源
東

京
本
部
団
長
が
「
民
団
の
中

枢
で
も
あ
る
関
東
地
協
の
会

長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

だ
」
と
し
な
が
ら
、
「
�１
同

胞
の
生
活
と
権
益
を
守
る
�２

韓
日
友
好
親
善
に
尽
く
す
�３

次
世
代
を
育
成
す
る
�４
組
織

基
盤
を
強
く
す
る
�５
平
和
統

一
に
寄
与
す
る
。
こ
の
５
つ

の
柱
を
重
点
と
し
た
今
年
の

活
動
方
針
を
各
地
方
で
も
全

力
で
推
進
し
て
い
こ
う
。
そ

の
た
め
に
も
地
方
相
互
の
情

報
交
換
を
図
っ
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

さ
ら
に
「
韓
日
関
係
の
悪

化
を
は
じ
め
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
問
題
な
ど
、
我
々
を
取
り

巻
く
情
勢
に
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、
ま
た
、
民
団
で
も

次
世
代
育
成
や
財
政
基
盤
な

ど
組
織
運
営
の
大
き
な
転
換

点
を
迎
え
て
い
る
。
皆
さ
ん

と
有
意
義
な
意
見
交
換
を
し

な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

乗
り
越
え
て
い
こ
う
」
と
訴

え
た
。

呂
健
二
中
央
団
長
は
「
昨

年
か
ら
今
年
に
か
け
て
南
北

関
係
、
東
ア
ジ
ア
情
勢
な
ど

激
変
し
て
い
る
。
私
た
ち
に

と
っ
て
韓
日
親
善
は
生
活
の

一
部
で
も
あ
り
、
い
わ
ば
空

気
の
よ
う
な
も
の
。
こ
の
空

気
が
汚
さ
れ
る
と
、
生
き
て

い
く
の
に
支
障
を
来
た
す
」

と
し
な
が
ら
、
「
こ
の
間
、

本
国
を
訪
れ
、
議
員
や
知
識

人
と
会
う
機
会
が
あ
っ
た

が
、
皆
さ
ん
の
発
言
が
在
日

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
し
っ
か
り
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
訴
え

て
き
た
」
と
述
べ
た
。

駐
日
大
使
館
の
崔
暎
培
総

領
事
は
「
韓
日
関
係
が
悪
化

し
て
い
る
が
、
９
日
に
着
任

し
た
南
官
杓
新
大
使
を
中
心

に
関
係
改
善
へ
全
力
で
取
り

組
む
」
と
述
べ
た
。

会
議
は
こ
の
後
、
各
地
方

本
部
の
主
要
活
動
報
告
と
地

協
事
業
・
行
事
の
動
き
に
つ

い
て
の
説
明
に
続
き
、
�１
戸

別
訪
問
に
関
す
る
説
明
�２
団

務
と
地
協
運
営
の
意
見
交
換

�３
地
方
本
部
３
機
関
長
の
就

任
要
件（
国
籍
）緩
和
に
関
す

る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

戸
別
訪
問
に
関
し
て
は
李

清
鍵
中
央
組
織
局
長
が
説
明

し
、
昨
年
は
団
費
納
入
世
帯

に
絞
っ
た
が
、
今
年
は
新
規

定
住
同
胞
、日
本
国
籍
同
胞
、

朝
総
連
離
脱
同
胞
を
含
め
た

全
同
胞
宅
を
訪
問
す
る
方
針

だ
。
そ
の
た
め
、
各
地
方
と

も
早
い
時
期
に
計
画
を
立

て
、
全
役
員
が
一
体
と
な
っ

て
集
中
活
動
期
間
を
設
け
る

な
ど
、
地
道
な
活
動
が
必
須

と
説
明
し
、
３
段
階
に
分
け

て
日
程
を
定
め
る
こ
と
を
示

達
し
た
。

第
１
段
階
（
５
～
６
月
）

と
し
て
�１
６
月
中
に
訪
問
名

簿
を
作
成
�２
団
員
向
け
広
報

物
の
作
成
�３
支
部
と
協
議
し

て
活
動
日
程
作
成
。
第
２
段

階
（
６
～
１１
月
）
は
戸
別
訪

問
実
施
と
名
簿
デ
ー
タ
入
力

を
。
第
３
段
階
（
１２
月
～
来

年
３
月
）
は
次
期
訪
問
先
の

名
簿
整
理
を
す
る
。

と
く
に
、
分
家
し
た
子
弟

の
移
転
先
把
握
が
団
員
世
帯

拡
大
に
つ
な
が
り
、
最
も
重

要
な
こ
と
だ
と
強
調
し
た
。

こ
の
後
、
地
方
本
部
３
機

関
長
就
任
の
国
籍
要
件
（
日

本
国
籍
同
胞
の
可
否
）
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た

が
、
「
基
本
は
３
機
関
長
と

も
韓
国
籍
で
構
成
す
べ
き
」、

「
国
籍
が
多
様
化
し
て
い
る

実
情
に
合
わ
せ
完
全
開
放
」

の
意
見
の
ほ
か
、
「
２
機
関

長
（
議
長
、
監
察
委
員
長
）

は
緩
和
を
」
と
の
意
見
も
多

か
っ
た
。

ま
た
、
３
機
関
制
度
に
つ

い
て
も
「
地
方
本
部
の
実
情

に
合
わ
せ
て
２
機
関
制
度
の

導
入
も
可
」
と
の
意
見
が
多

く
見
ら
れ
た
。

【
京
都
】
近
畿
地
方
協
議

会
（
会
長
�
呉
龍
浩
大
阪
本

部
団
長
）
は
１５
日
、
民
団
京

都
本
部
に
６
地
方
４３
人
が
参

加
し
て
開
か
れ
、
報
告
で
大

阪
高
槻
支
部
の
保
育
園
運
営

の
成
功
例
が
紹
介
さ
れ
、
各

地
方
か
ら
関
心
を
集
め
た
。

３
機
関
長
就
任
の
国
籍
要

件
に
関
す
る
意
見
交
換
で
は

賛
否
両
論
が
出
た
が
、
２
機

関
長
は
開
放
す
べ
き
と
の
段

階
的
意
見
も
出
さ
れ
た
。

【
愛
媛
】
四
国
地
方
協
議

会
（
会
長
�
朴
鐘
東
愛
媛
本

部
団
長
）
は
１４
日
、
松
山
市

内
の
ホ
テ
ル
に
４
地
方
総
勢

２２
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

た
。
３
機
関
長
就
任
の
国
籍

要
件
に
関
し
て
は
開
放
す
べ

き
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

第
５６
回
の
関
東
地
方
協
議
会
は
鬼
怒
川
で

南
官
杓
新
駐
日
韓
国
大
使

は
１３
日
、
駐
日
韓
国
大
使
館

で
特
派
員
ら
と
懇
談
会
を
開

き
「
韓
日
関
係
の
全
般
が
過

去
の
歴
史
に
振
り
回
さ
れ
た

り
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た

り
し
な
い
よ
う
に
す
る
」
と

し
て
「
過
去
の
歴
史
は
歴
史

と
し
て
管
理
し
つ
つ
韓
日
間

実
質
的
な
協
力
を
強
化
し
て

い
こ
う
と
い
う
の
が
韓
国
政

府
の
立
場
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
「
歴
史
問
題
は
す

で
に
存
在
し
、
な
く
す
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
両
国
の
異

な
る
立
場
を
互
い
に
最
大
限

尊
重
し
て
理
解
し
、
大
き
な

葛
藤
に
発
展
し
な
い
よ
う
に

す
る
の
が
外
交
一
線
の
大
き

な
任
務
」
と
し
た
。

ま
た
「
各
界
各
層
と
の
疎

通
を
強
化
し
て
わ
れ
わ
れ
の

立
場
を
確
か
に
伝
え
、
日
本

側
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
本

国
に
よ
く
伝
達
す
る
」
と
し

な
が
ら
「
両
国
国
民
が
す
で

に
１
０
０
０
万
人
も
往
来
し

て
韓
日
関
係
は
と
て
も
明
る

い
未
来
を
夢
見
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
話
し
た
。

「韓日交流」植民地統治下でも
朝鮮朝時代、官僚たちの残した和洋書、漢箱、

書画など１万点以上の貴重な資料が「須永文庫
資料展―日韓の近代」と題して栃木県小山市で
展示されている。 （２面）

李相花が引退「良い姿のまま覚えて」
バンクーバー、ソチ両五輪

のスケート５００ｍで金メダル
を獲得し、平昌五輪では小平
奈緒と金メダルを競い合った
李相花が「ファンが良い姿で
覚えてくれているうちに選手

生活を締めくくるべき」と引退を決めた（４面）

朝鮮人街道をさわやかな風に吹かれ
ながら歩く（近江八幡市）

在
日
本
大
韓
民
国
婦
人
会

（
朴
善
岳
中
央
本
部
会
長
）

の
２
０
１
９
年
度
大
研
修
会

が
来
月
４
日
、
大
分
県
別
府

市
の
九
州
・
四
国
地
協
を
皮

切
り
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。
婦

人
会
の
恒
例
事
業
に
な
っ
て

い
る
同
研
修
会
は
４１
年
目
を

迎
え
る
が
、
今
年
、
創
立
７０

周
年
を
迎
え
る
だ
け
に
、
例

年
以
上
に
規
模
を
拡
大
す
る

予
定
だ
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
歴
史
を
未
来
に
受
け
継
ぐ

セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
た
。

朴
会
長
は
「
７０
周
年
を
迎

え
る
今
年
、
こ
の
研
修
で
の

学
習
を
通
じ
、
安
定
し
た
在

日
社
会
構
築
と
草
の
根
の
韓

日
友
好
活
動
を
展
開
し
て
い

く
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
て

い
る
。

知
性
と
品
格
、
容
姿
を
兼

ね
備
え
た
ミ
ス
コ
リ
ア
日
本

代
表
を
選
ぶ
第
５
回
大
会

（
主
催
、
韓
国
日
報
・
韓
国

日
報
Ｅ
＆
Ｂ
）
が
１１
日
、
東

京
・
中
野
で
開
か
れ
た
。

大
会
に
は
１８
～
２５
歳
の
１８

人
が
出
場
。
ワ
ン
ピ
ー
ス
、

水
着
、
ド
レ
ス
の
各
審
査
を

経
て
第
１
位
「
真
」
に
権
ヘ

ヨ
ン
さ
ん
（
２１
、
学
生
）
、

第
２
位
「
善
」
は
金
我
營
さ

ん
（
２２
、
会
社
員
）
、
第
３

位
「
美
（
第
３
位
）
」
に
崔

ハ
ン
ス
ル
さ
ん（
２４
、
学
生
）

が
選
ば
れ
た
（
写
真
）
。
３

人
は
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
る
本

選
に
臨
む
。
民
団
東
京
本
部

の
李
壽
源
団
長
、
在
日
女
性

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
金
定

子
会
長
が
審
査
員
と
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
で
参
席
し
た
。

大
研
修
は
以
下
の
通
り
、

７
月
５
日
ま
で
、
全
国
７
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
る
。

�１
九
州
・
四
国
地
協
�
６

月
４
～
６
日
、
大
分
県
別
府

「
ホ
テ
ル
別
府
パ
ス
ト
ラ
ル
」

�２
東
北
地
協
�
６
月
１１
～

１３
日
、
秋
田
県
仙
北
市
田
沢

湖
高
原
温
泉
「
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
山
麓
荘
」

�３
近
畿
地
協
Ｂ
�
６
月
１８

～
２０
日
、
三
重
県
鳥
羽
市
・

鳥
羽
浦
温
泉
「
戸
田
屋
」

�４
近
畿
地
協
Ａ
�
６
月
２０

～
２２
日
、
三
重
県
鳥
羽
市
・

鳥
羽
浦
温
泉
「
戸
田
屋
」

�５
関
東
地
協
Ａ
�
６
月
２４

～
２６
日
、
群
馬
県
水
上
温
泉

「
松
乃
井
」

�６
関
東
地
協
Ｂ
�
６
月
２６

～
２８
日
、
群
馬
県
水
上
温
泉

「
松
乃
井
」

�７
中
北
地
協
�
７
月
３
～

５
日
、
三
重
県
鳥
羽
市
・
鳥

羽
浦
温
泉
「
戸
田
屋
」

【
静
岡
】
民
団
静
岡
本
部

（
李
宜
弘
団
長
）
は
１４
日
、

静
岡
市
内
の
安
倍
川
橋
に
民

団
の
農
楽
隊
を
繰
り
出
し
、

「
第
７
次
２１
世
紀
の
朝
鮮
通

信
使
ソ
ウ
ル
ー
東
京
友
情
ウ

オ
ー
ク
」
一
行
の
到
着
を
歓

迎
し
た
（
写
真
）
。
県
本
部

会
館
前
で
は
李
団
長
ら
多
く

の
役
員
、団
員
が
出
迎
え
た
。

韓
国
の
広
州
か
ら
ウ
オ
ー

カ
ー
に
加
わ
っ
た
ナ
・
ヨ
ン

エ
さ
ん
は
「
農
楽
隊
の
音
に

感
激
し
た
」と
涙
を
流
し
た
。

ソ
ウ
ル
か
ら
参
加
し
た
最
高

齢
の
在
日
韓
国
人
（
８５
）
は

民
団
が
提
供
し
た
冷
た
い
す

い
か
と
お
茶
で
の
ど
の
渇
き

を
癒
し
ほ
っ
と
し
た
表
情
。

翌
１５
日
に
は
清
水
市
で
民

団
関
係
者
と
地
元
の
有
識
者

が
中
心
と
な
り
夕
食
会
を
主

催
し
た
。
李
団
長
は
「
皆
さ

ん
が
一
生
懸
命
歩
い
て
、
韓

日
相
互
理
解
の
精
神
を
広
め

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
韓
国
側
の
隊
長
を
務

め
る
宣
相
圭
さ
ん
が
「
必
ず

完
走
し
、
朝
鮮
通
信
使
の
道

を
平
和
が
息
づ
く
道
に
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

一
行
は
１１
日
、
静
岡
県
入

り
。
民
団
浜
松
支
部
（
金
炳

松
支
団
長
）
が
歓
迎
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
き
、
翌
日
は
金
支

団
長
と
李
康
成
本
部
副
団
長

が
弁
天
島
か
ら
天
竜
川
ま
で

区
間
参
加
し
た
。

世世
界界
遺遺
産産
のの
道道
をを
歩歩
くく

ソ
ウ
ル
�
東
京

２１
世
紀
の
朝
鮮
通
信
使

日
本
各
地
、再
会
喜
ぶ

四国、近畿、関東の地協開催

組織改革活発な意見

全全同同胞胞対対象象にに戸戸別別訪訪問問

集
中
活
動
期
間
設
定
も

過
去
の
歴
史
に
は

振
り
回
さ
れ
な
い
記者懇で
南新大使

婦
人
会
の
大
研
修
会

来
月
４
日
ス
タ
�
ト

ミスコリア日本代表

３人を選出、本選へ

通信使ウオーク一行を

農楽隊繰り出して歓迎

民団静岡

（毎週水曜日発行）週 刊２０１９年５月２２日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）

釜山～大阪～垂井
（４月２３日

～５月５日）

〈３〉

第２９２９号（１）

今号の読みどころ
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◆カカオ本社にグッズストア

メッセンジャーアプリ「カカオト

ーク」を運

営するカカ

オの本社１

階に、１５０

種類以上の

キャラクターグッズを扱うショップ

「カカオフレンズStore@Jeju」が１５
日、オープンした�写真。これまで

免税店でしか購入できなかった済州

限定グッズも販売するほか、済州産

の素材で作ったメニューのカフェも

併設。ＶＲ無料体験や人気キャラク

ターとのフォトゾーンも設けた。

◆空港バス料金１０００ウォ
ン 値下げへ

仁川国際空港を行き来する空港バ

スの利用料金が、２２日から１０００�値

下げされる。料金を交通カードで支

払う場合、現在の１万４０００�～１万

５０００�から１万３０００�～１万４０００�
に１０００�値下げする。ただし、現金

で支払う場合は対象外で、料金は現

行の１万５０００�～１万６０００�が維持

される。

◆トゥクソム施設内に共有空間

トゥクソム漢江公園の複合文化施

設「チャボルレ」内に１０日、市民の

ための新たな共有空間がオープンし

た�写真。１・２階は誰もが無料で

利用できるスペ

ースで、 大３００

人まで同時に収

容可能。自由に

読書ができるよ

う、市民・専門

家の推薦図書が配置されている。３

階は事前予約を通じた有料での利用

が可能な個人・共同作業スペースで、

大５０人まで収容可能だ。

◆明洞にＫ―ＰＯＰ複合文化施設

ロッテ百貨店ソウル明洞店のヤン

グプラザに１７日、Ｋ―ＰＯＰ複合文

化空間「Ｐａｌｅｔｔｅ」がオープ

ンした。ロッテと総合コンテンツ大

手のＣＪＥＮＭなどが手を組んだ。

２～４週間隔で、国内のトップアー

ティストの小規模展示やライブ公

演、インタビューなどを流し、アー

ティストの未公開映像や写真も単独

で公開する予定。第１回目のアーテ

ィストに、ボーイズグループ「ＮＵ’

ＥＳＴ」が選ばれた。

◆ＢＴＳキャラの仁川空港映像が大賞

仁川国際空港公社が、ラインフレ

ンズと防弾少年団（ＢＴＳ）が一緒に

作ったキャラクターブランド「ＢＴ

２１」と特別コラボした映像「仁川空

港を楽しむ８つの方法」がこのほど、

世界３大広告

祭の一つであ

る「ニューヨ

ークフェステ

ィバルアワー

ド」で大賞に

選定された�写真。映像はキャラク

ターたちが同空港内の免税店や飲食

店、芸術品などを楽しむ様子を表現。

◆ＭＢＣがドラマを夜９時から放送へ

ＭＢＣがこのほど、平日夜のドラ

マの放送開始時間を、これまでの午

後１０時から午後９時へと１時間早め

ると発表した。ＭＢＣは１９８０年代に、

平日夜１０時ドラマという公式を作っ

たが、近年の労働時間短縮と視聴者

のライフスタイルにあわせて、番組

編成を決めた。ドラマ以外にも、今

年に入ってから、すでにニュース番

組や人気バラエティも繰り上げてい

る。

◆２０１８年の外国人観光客１５３５万人

文化体育観光部と韓国観光公社の

実態調査によると、昨年、韓国を訪

れた観光客は１５３５万人で、このうち

２回以上訪れた比率が１７年より４．５

％増の５７．８％であることがわかっ

た。主な訪問地域は、ソウル（７９．４

％）、京畿（１４．９％）、釜山（１４．７％）、

江原（９．７％）、済州（８．５％）の順。

江原道の場合、平昌五輪開催もあり

１～３月に集中（１５．５％）した。

市内をパレードし伝統文化をアピールする中高等部舞踊部

【
栃
木
】
朝
鮮
王
朝
期
の
官
僚
た
ち
の
残
し
た
貴
重
な
和
洋
書
、
漢
籍
、
書
画
な
ど

が
「
須
永
文
庫
資
料
展
―
日
韓
の
近
代
」
と
題
し
て
佐
野
市
郷
土
博
物
館
で
企
画
展
示

さ
れ
て
い
る
。
同
文
庫
は
１
万
数
千
点
に
お
よ
ぶ
膨
大
な
資
料
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
か
ら
特
に
須
永
元
（
す
な
が
は
じ
め
）
が
交
際
し
た
朝
鮮
の
人
々
の
資
料
を
中

心
に
、
韓
日
の
近
代
を
振
り
返
る
と
い
う
の
が
今
回
の
企
画
の
趣
旨
だ
。

須
永
元
は
１
８
６
８
年
、

現
在
の
栃
木
県
佐
野
市
で
豪

農
の
長
男
と
し
て
出
生
。
年

少
期
か
ら
漢
詩
文
を
学
ん

だ
。
１
８
８
６
年
か
ら
日
本

に
亡
命
し
て
き
た
開
化
派
と

呼
ば
れ
る
金
玉
均
や
朴
泳
孝

な
ど
と
親
交
を
結
ぶ
。
須
永

は
「
清
か
ら
の
独
立
を
求
め

る
朝
鮮
人
の
心
情
や
文
化
が

理
解
で
き
る
数
少
な
い
日
本

人
」と
し
て
信
頼
を
集
め
た
。

扁
額
「
道
契（
け
い
）な
ら

ば
則
（
す
な
わ
）
ち
霄
壌
（
し

ょ
う
じ
ょ
う
）も
共
に
処
り
」

は
金
玉
均
か
ら
初
め
て
贈
ら

れ
た
書
。
須
永
は
金
玉
均
の

書
や
手
紙
を
特
別
に
整
理

し
、保
管
し
て
い
た
と
い
う
。

三
・
一
独
立
運
動
当
時
、

民
族
代
表
３３
人
の
う
ち
の
１

人
と
し
て
独
立
宣
言
書
の
筆

頭
に
署
名
し
た
呉
世
昌
か
ら

は
、
須
永
の
「
主
義
精
神
に

共
鳴
」
し
て
服
役
中
に
詠
ん

だ
詩
「
蒼
海
（
そ
う
か
い
）

は
六
瞀
気
象
（
ろ
く
ぼ
う
き

し
ょ
う
）
を
瞻
（
あ
お
ぎ
）

み
る
」
を
贈
ら
れ
た
。

須
永
文
庫
に
は
黄
銕
に
関

す
る
書
画
も
多
く
、
須
永
と

特
に
親
し
か
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

黄
銕
は
１
８
９
７
年
、
須

永
の
結
婚
を
祝
う
書
を
贈
っ

た
。
１
９
１
０
年
の
韓
国
併

合
で
官
職
を
辞
任
す
る
と
、

日
本
に
渡
っ
て
書
画
に
専
念

し
た
。黄
銕
が
亡
く
な
る
と
、

須
永
は
自
ら
の
菩
提
寺
で
あ

る
妙
顕
寺
に
墓
を
設
け
、
篤

く
供
養
し
た
。

関
連
行
事
と
し
て
須
永
文

庫
資
料
展
を
記
念
し
て
の
講

演
会
が
１２
日
、
佐
野
市
郷
土

博
物
館
で
開
か
れ
た
。
講
師

は
在
日
３
世
で
「
植
民
地
期

朝
鮮
半
島
の
書
芸
史
」
を
研

究
し
て
い
る
金
貴
粉
さ
ん

（
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
主
任

学
芸
員
）
。
地
元
の
郷
土
史

家
ら
を
相
手
に
「
須
永
文
庫

に
お
け
る
朝
鮮
書
画
に
つ
い

て
―
朝
鮮
人
士
と
の
交
流
を

中
心
に
」
と
題
し
て
約
９０
分

間
に
わ
た
っ
て
解
説
し
た
。

金
さ
ん
は
「
韓
日
間
に
は

過
去
に
不
運
な
歴
史
は
あ
っ

て
も
、
朝
鮮
書
画
を
媒
介
と

し
た
交
流
が
あ
っ
た
。
そ
れ

が
佐
野
市
に
作
品
が
保
存
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
貴
重
な
こ

と
。
な
ぜ
、
作
品
が
こ
こ
に

あ
る
の
か
。
作
品
の
背
後
に

あ
る
も
の
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

金
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
「
こ

こ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
形
で
朝

鮮
の
書
芸
作
品
が
残
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
韓
国
に
も
な

い
」
と
い
う
。
韓
国
国
立
中

央
博
物
館
で
開
催
中
の
近
代

絵
画
に
つ
い
て
の
展
覧
会
で

須
永
文
庫
の
主
要
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

金
さ
ん
が
橋
渡
し
し
た
も

の
。
６
月
１６
日
ま
で
。
問
い

合
わ
せ
は
佐
野
市
郷
土
博
物

館
（
０
２
８
３
・
２
２
・
５

１
１
１
）。

「朝鮮人士との交流を中心に」講演する金貴粉さん

東
京
韓
国
学
校
中
高
等
部

舞
踊
部
が
ホ
ノ
ル
ル
（
オ
ア

フ
島
）
で
開
か
れ
た
ハ
ワ
イ

大
の
ダ
ン
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
部
門
に
韓
国
代
表
と

し
て
出
場
し
、
３
位
に
入
賞

し
て
い
た
こ
と
が
こ
の
ほ
ど

わ
か
っ
た
。
「
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
」
は
第
２５
回
ハ
ワ
イ

ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
一
環
。
３
月
１０
日
ま
で
３

日
間
開
催
さ
れ
、
世
界
各
地

か
ら
６０
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
。初

日
の
「
エ
デ
ュ
ケ
―
シ

ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ツ
ア
ー
」

で
は
、
東
京
韓
学
の
ブ
―
ス

を
訪
れ
た
オ
ア
フ
島
内
の
小

中
高
校
生
を
対
象
に
韓
国
舞

踊
作
品
と
サ
ム
ル
ノ
リ
を
繰

り
返
し
披
露
。
２
日
目
の
野

外
舞
台
公
演
で
は
地
元
住
民

が
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
を

連
呼
し
た
。

終
日
は
「
グ

ラ
ン
ド
パ
レ
ー
ド
」
に
「
扇

の
舞
」
で
参
加
し
、
韓
国
の

伝
統
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

「
ジ
ュ
リ
ア
祭
」で

カ
ン
ガ
ン
ス
ル
レ

１８
日
は
江
戸
時
代
に
神
津

島
に
流
刑
と
な
っ
た
朝
鮮
人

童
貞
女
お
た
あ
ジ
ュ
リ
ア
を

偲
ぶ
第
５０
回「
ジ
ュ
リ
ア
祭
」

に
参
加
。
住
民
や
巡
礼
客
ら

と
手
に
手
を
取
っ
て
カ
ン
ガ

ン
ス
ル
レ
を
踊
っ
た
。
東
京

韓
学
は
第
１
回
目
か
ら
参
加

し
、
「
小
さ
な
外
交
官
」
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
６
年
前
か
ら
は
公
演
後

に
神
津
島
高
校
と
韓
日
交
流

を
続
け
て
い
る
。

協約式での崔潤理事長
（左）と趙栄吉理事長

【
大
阪
】
Ｏ
Ｋ
培
貞
奨
学

財
団
（
崔
潤
理
事
長
、
ソ
ウ

ル
市
）
は
１５
日
、
大
阪
市
住

之
江
区
の
学
校
法
人
金
剛
学

園
（
趙
栄
吉
理
事
長
、
尹
裕

淑
校
長
）
を
訪
れ
、
同
校
の

教
育
環
境
の
整
備
に
向
け
た

業
務
協
約
を
交
わ
し
た
。

趙
理
事
長
は
「
財
団
の
お

か
げ
で
素
晴
ら
し
い
環
境
が

整
い
、
今
日
は
金
剛
学
園
の

新
し
い
日
と
な
る
」
と
感
謝

し
た
。
崔
理
事
長
は
「
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
の
力
を
掘
り
起

こ
し
韓
国
教
育
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
教
育
を
経
た
生

徒
た
ち
・
金
剛
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
海
外
に
は
ば
た
か
せ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
」
と
期
待

を
寄
せ
た
。

協
約
式
を
見
守
っ
た
駐
大

阪
韓
国
総
領
事
館
の
呉
泰
奎

総
領
事
は
「
今
日
の
日
を
機

に
、
日
本
で

高
の
民
族
学

校
を
作
ろ
う
」
と
激
励
。
こ

れ
を
受
け
て
民
団
大
阪
本
部

の
呉
龍
浩
団
長
も
「
民
団
と

し
て
も
協
力
を
惜
し
ま
な

い
」
と
約
束
し
た
。

同
財
団
は
韓
国
の
Ｏ
Ｋ
貯

蓄
銀
行
、
Ｏ
Ｋ
キ
ャ
ピ
タ
ル

な
ど
を
傘
下
に
置
く
グ
ロ
ー

バ
ル
金
融
総
合
グ
ル
ー
プ

「
ア
プ
ロ
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー

プ
」
を
率
い
る
在
日
同
胞
の

崔
潤
会
長
が
２
０
０
２
年
に

設
立
し
た
。

協

約

内

容

�１
学
業
成
績
が
優
秀
な
生

徒
を
獲
得
す
る
う
え
で
の
画

期
的
な
奨
学
金
支
援
事
業
�２

韓
国
語
、
英
語
、
日
本
語
な

ど
外
国
語
能
力
の
向
上
を
目

的
と
し
た
特
別
教
育
の
実
施

に
必
要
な
事
業
�３
教
員
研
修

の
強
化
、
な
ら
び
に
特
別
奨

学
金
の
支
給
、
教
員
評
価
制

度
の
導
入
な
ど
に
よ
る
優
秀

教
員
の
確
保
、
な
ら
び
に
授

業
の
質
向
上
に
必
要
な
事
業

�４
教
育
過
程
の
改
編
、
放
課

後
授
業
の
画
期
的
な
改
善
な

ど
学
習
体
系
の
全
面
的
な
改

編
の
た
め
の
事
業
�５
韓
国
語

の
強
化
、
韓
国
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
支
援
な
ど
民
族
意
識
の
向

上
に
必
要
な
事
業
�６
学
校
施

設
及
び
教
育
環
境
の
改
善
に

必
要
な
事
業
�７
学
校
財
政
の

自
立
化
の
た
め
の
事
業
、
な

ら
び
に
そ
の
他
学
校
発
展
の

た
め
に
必
要
な
事
業
。

遊
び
場
や
料
理
で

多
文
化
共
生
体
験

あ
ー
す
フ
ェ
ス
タ

【
神
奈
川
】
世
界
各
国
の

文
化
を
体
験
し
な
が
ら
多
文

化
共
生
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

「
あ
ー
す
フ
ェ
ス
タ
か
な
が

わ
２
０
１
９
」
（
李
順
載
実

行
委
員
長
）
が
１８
、
１９
の
両

日
、
横
浜
市
栄
区
あ
ー
す
プ

ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
。

「
世
界
の
遊
び
場
」
で
は

子
ど
も
た
ち
が
ト
ゥ
ホ
（
投

壺
）
や
ユ
ン
ノ
リ
を
楽
し
ん

だ
。
こ
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
の

キ
ャ
ロ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

ス
ン
カ
、
タ
イ
の
マ
ー
ク
ル

ッ
ク
と
い
っ
た
珍
し
い
駒
ゲ

ー
ム
や
、
体
を
動
か
し
て
遊

ぶ
中
国
の
ジ
ェ
ン
ズ
な
ど
。

民
族
衣
装
の
試
着
や
塗
り
絵

は
女
の
子
の
人
気
を
集
め
て

い
た
。

屋
外
で
は
世
界
各
地
の
エ

ス
ニ
ッ
ク
料
理
を
味
わ
え
る

「
世
界
屋
台
村
」
が
終
日
に

ぎ
わ
っ
た
。

北
送
６０
年
を
迎
え

Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
放
送

２５
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育

今
年
は
北
送
か
ら
６０
年
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
が
５
月

２５
日
土
曜
日
、
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集

で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
北

朝
鮮
�
帰
国
事
業
�
６０
年
後

の
証
言
」
を
放
送
す
る
。

１
９
５
９
年
に
始
ま
っ
た

北
韓
へ
の
�
帰
国
事
業
�
に

つ
い
て
、
韓
国
に
在
住
す
る

脱
北
者
の
証
言
、
お
よ
び
専

門
家
の
談
話
で
浮
き
彫
り
に

す
る
。
制
作
に
あ
た
っ
て
は

民
団
中
央
本
部
も
側
面
的
に

協
力
し
た
。
放
送
は
２３
～
２３

時
５９
分
。
な
お
、
６
月
１６
日

日
曜
日
に
は
Ｂ
Ｓ
１
ス
ペ
シ

ャ
ル
で
も
同
一
内
容
を
拡
大

放
送
す
る
。
放
送
は
２２
～
２２

時
５０
分
、
ニ
ュ
ー
ス
を
は
さ

ん
で
２３
～
２３
時
４９
分
。
同
特

集
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
テ
ー

マ
や
一
般
の
関
心
よ
り
も
先

行
し
た
話
題
を
扱
い
、「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
と
同
様
に

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

芹
川
か
ら
望
ん
で
、
頂
上
部
分
が

雪
に
覆
わ
れ
た
山
は
、
「
佐
和
山
で

す
か
？
」
と
通
り
す
が
り
の
人
に
尋

ね
る
と
「
伊
吹
山
」
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。「
佐
和
山
は
ど
れ
で
す
か
？
」

と
聞
き
返
す
と
、
彦
根
駅
か
ら
展
望

で
き
る
山
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。

石
田
三
成
の
居
城
は
佐
和
山
に
あ

っ
た
が
、
関
ケ
原
の
戦
い
で
破
れ
た

後
、
井
伊
直
政
（
な
お
ま
さ
）
が
城

主
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
彦
根
城
築

城
に
と
も
な
い
佐
和
山
城
は
、
慶
長

１１
年（
１
６
０
６
年
）廃
城
に
な
る
。

朝
鮮
通
信
使
は
彦
根
か
ら
佐
和
山

を
上
り
、
人
馬
が
通
れ
る
よ
う
に
掘

削
し
た
道「
切
通
し（
き

り
ど
お
し
）」を
通
り
、

む
か
し
城
下
町
で
あ
っ

た
鳥
居
本
宿
ま
で
辿
り

着
く
の
で
あ
る
。

資
料
に
よ
る
と
、
佐

和
山
を
山
越
え
す
る
た

め
の
ト
ン
ネ
ル
が
、

近
は
行
き
交
う
人
が
い

な
く
な
り
遮
断
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
私
は
近
江

鉄
道
の
「
彦
根
」
駅
か

ら
、
ひ
と
駅
先
の
「
鳥

居
本
」駅
ま
で
乗
っ
て
、

山
越
え
を
し
た
。

「
鳥
居
本
」
駅
は
、

１
９
３
１
年
（
昭
和
６

年
）
に
建
設
。
何
度
か
建
て
替
え
ら

れ
た
が
、
赤
い
腰
折
れ
屋
根
の
建
築

様
式
は
、
今
も
健
在
で
あ
る
。

「
佐
和
山
城
跡
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
に
は
、

本
丸
跡
を
主
軸
と
し
た
地
図
が
描
か

れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
駅
の
西
側
を

流
れ
る
小
野
川
沿
い
に
、
赤
い
線
で

土
の
砦
を
表
す
土
塁
（
ど
る
い
）
が

記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
か
っ
て
大
手

門
が
あ
っ
た
辺
り
か
ら
、
さ
ら
に
城

の
ほ
う
に
近
く
な
る
と
侍
屋
敷
地
区

に
な
っ
て
い
た
。
今
は
そ
の
面
影
は

な
い
。

駅
舎
の
東
、
国
道
８
号
線
の
歩
道

を
渡
る
と
、
そ
こ
は
江
戸
か
ら
数
え

て
第
６３
番
目
に
あ
た
る
中
山
道
の
宿

場
町
・
鳥
居
本
に
な
る
。

鳥
居
本
宿
の
本
陣
を
務
め
て
き
た

寺
村
家
の
門
は
残
さ
れ
て
い
た
が
、

屋
敷
そ
の
も
の
は
建
築
家
・
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
設
計
の
洋
館
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
さ
ら
に
北
の
方
角
に
進
む

と
、
旧
街
道
に
出
て
そ
の
面
影
を
残

し
た
通
り
が
続
く
。
当
時
の
看
板
を

掲
げ
る
合
羽
（
か
っ
ぱ
）
所
「
木
綿

屋
」
。
薬
の
赤
玉
神
教
丸
（
あ
か
だ

ま
し
ん
き
ょ
う
が
ん
）
を
製
造
販
売

し
て
い
る
有
川
家
。
そ
の
向
か
い
に

は
茅
葺
き
屋
根
の
「
棒
屋
跡
」。

そ
し
て
朝
鮮
通
信
使
は
鳥
居
本
の

宿
場
町
か
ら
、
摺
針
峠
（
す
り
ば
り

と
う
げ
）
の
望
湖
堂
（
茶
屋
）
で
休

憩
。
そ
こ
か
ら
望
む
琵
琶
湖
周
辺
の

眺
め
を
詩
文
、
書
画
な
ど
に
書
き
記

し
た
も
の
が
こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い

た
。し

か
し
、
平
成
３
年
（
１
９
９
１

年
）
に
火
災
に
遭
い
、
そ
れ
ら
の
総

て
が
焼
失
さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う

だ
。

〈２５〉

赤玉神教丸本舗（鳥居本）

旧本陣寺村家（鳥居本、上）と鳥居本の町並み

滋
賀
�
鳥
居
本
宿
�

鳥居本駅舎

韓韓日日交交流流

ＳＢＪ銀行調べ
（５月２１日現在）

１万円

１１１，４４６
ウォン

１０４，９５４
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１０９，８２３
ウォン

１０６，５７７
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

当時の看板 いまも旧街道に

藤本巧（写真作家）

金
剛
学
園
発
展
へ

業
務
協
約
交
わ
す

Ｏ
Ｋ
培
貞
奨
学
財
団

東京韓学が３位入賞
「ホノルルフェスタ」ダンスコンペティション

韓国代表の中高等部舞踊部

王
朝
期
の
官
僚
が
寄
贈

須
永
文
庫
資
料
展

在
日
３
世
講
師
に

佐野市郷土博物館

朝朝鮮鮮書書画画をを媒媒介介ととししたた信信頼頼のの絆絆

植民地統治下でも
（２）２０１９年５月２２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９２９号
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

関
東
大
震
災
時
に
多
数
の
同
胞
が
犠
牲
と
な
っ
た
東
京
・
墨
田
区
の
荒
川
放
水
路
堤
下
。
現
場
に
ほ
ど
近
い
旧

四
ツ
木
橋
の
た
も
と
に
あ
る
私
有
地
に
建
つ
韓
国
・
朝
鮮
人
追
悼
碑
前
の
庭
で
１８
日
、
市
民
有
志
が
ホ
ウ
セ
ン
カ

（
鳳
仙
花
）
の
種
ま
き
を
行
っ
た
。
９
月
に
河
川
敷
で
営
む
犠
牲
者
追
悼
式
を
前
に
し
て
の
恒
例
行
事
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
有
志
１０
数
人
が
参
加
し
た
。
追
悼
碑
は
今
年
９
月
に
建
立
か
ら
１０
周
年
を
迎
え
る
。

追
悼
碑
の
建
つ
庭
に
は
碑

を
取
り
囲
む
よ
う
に
チ
ン
ダ

ル
レ
と
ム
ク
ゲ
（
無
窮
花
）

を
植
え
て
い
る
。
こ
の
日
は

ホ
ウ
セ
ン
カ
を
播
種
す
る
前

に
雑
草
を
取
り
除
き
、
日
差

し
の
恵
み
が
届
く
よ
う
に
チ

ン
ダ
ル
レ
を
剪
定
し
て
、
高

さ
を
そ
ろ
え
た
。

す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
る

と
、
培
養
土
を
播
き
、
１０
～

１５
�
間
隔
で
小
さ
な
穴
を
掘

っ
て
、
注
意
深
く
１
～
２
粒

ず
つ
種
を
ま
い
て
い
っ
た
。

８
月
か
ら
追
悼
式
の
行
わ
れ

る
９
月
に
か
け
て
赤
や
白
、

ピ
ン
ク
、
紫
の
花
を
つ
け
る

こ
と
だ
ろ
う
。

追
悼
碑
は
多
く
の
韓
国
・

朝
鮮
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
現

場
で
あ
る
荒
川
河
川
敷
に
建

て
る
計
画
だ
っ
た
。
市
民
団

体
が
８８
年
か
ら
１０
数
年
間
、

国
や
墨
田
区
と
交
渉
を
重
ね

た
が
、
「
旧
四
ツ
木
橋
付
近

で
虐
殺
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

公
的
文
書
で
確
認
で
き
な

い
」
と
協
力
を
得
ら
れ
な
か

っ
た
。
途
方
に
暮
れ
て
い
た

と
こ
ろ
、
区
内
の
日
本
人
有

志
が
「
追
悼
碑
を
建
て
る
な

ら
ば
」
と
、
約
１２
坪
ほ
ど
の

私
有
地
を
提
供
し
て
く
れ

た
。地

元
で
は
決
し
て
愉
快
で

な
い
追
悼
碑
の
は
ず
だ
が
、

建
立
す
る
と
地
元
在
住
の
複

数
の
在
日
韓
国
人
が
歓
迎
の

カ
ン
パ
を
寄
せ
た
。
日
本
人

住
民
は「
お
じ
い
さ
ん（
お
ば

あ
さ
ん
）
か
ら
（
虐
殺
の
）
話

を
聞
い
て
い
る
。
犠
牲
に
な

っ
た
方
々
を
弔
い
た
い
」
と

通
り
が
か
り
に
そ
っ
と
手
を

合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

建
立
前
の
２
０
０
８
年
か

ら
６
年
間
、
隣
の
民
家
で
追

悼
碑
を
見
守
り
続
け
て
き
た

一
般
社
団
法
人
「
ほ
う
せ
ん

か
」の
西
崎
雅
夫
さ
ん
は「
こ

こ
で
虐
殺
が
あ
っ
た
こ
と
を

決
し
て
隠
し
て
は
い
け
な

い
。
住
民
は
日
々
、
追
悼
碑

に
接
す
る
こ
と
で
本
当
に
意

味
の
あ
る
歴
史
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
」
と
話
し
て

い
る
。

今
年
の
９６
周
年
追
悼
式
は

９
月
７
日
１５
時
か
ら
木
根
川

橋
た
も
と
の
荒
川
河
川
敷

で
。
李
政
美
さ
ん
が
犠
牲
者

を
追
悼
す
る
歌
を
捧
げ
る
。

参
加
費
無
料
。

【
京
都
】
民
団
京
都
本
部

主
催
の
「
同
胞
交
流
ハ
ン
マ

ダ
ン
」
（
同
実
行
委
員
会
主

管
、
孔
信
根
実
行
委
員
長
）

が
１２
日
、
京
都
市
内
の
京
都

国
際
学
園
運
動
場
で
開
か

れ
、
民
団
各
支
部
、
機
関
か

ら
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
運

動
会
」
を
メ
ー
ン
に
、
舞
台

で
の
韓
国
民
謡
公
演
や
カ
ラ

オ
ケ
大
会
、
交
流
会
、
お
楽

し
み
抽
選
会
な
ど
。
民
団
の

活
性
化
を
め
ざ
し
て
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
幅
広
い
世
代

が
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
た
。

運
動
会
で
は
子
ど
も
た
ち

が
徒
競
走
や
パ
ン
食
い
競
争

に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
人

気
種
目
の
綱
引
き
、
混
合
リ

レ
ー
な
ど
の
各
種
競
技
で
は

観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。
舞
台
で
は
鄭
仁
淑

韓
国
伝
統
芸
術
団
が
韓
国
民

謡
を
披
露
し
、
歌
に
自
信
の

あ
る
団
員
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

大
会
も
好
評
だ
っ
た
。
カ
ラ

オ
ケ
マ
シ
ー
ン
に
よ
る
採
点

の
結
果
、
京
都
韓
国
教
育
院

の
姜
星
鎭
院
長
が
優
勝
し

た
。孔

実
行
委
員
長
が
力
強
く

開
会
を
宣
言
。
続
い
て
金
政

弘
団
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
、

駐
大
阪
総
領
事
館
の
崔
哲
豪

領
事
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
参

加
者
は
「
大
勢
の
同
胞
と
会

え
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
感
想
を
語
っ
た
。
主

催
者
側
が
配
っ
た
焼
肉
弁
当

も
喜
ば
れ
て
い
た
。

奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授

の
中
塚
明
さ
ん
が
１１
日
、
在

日
韓
人
歴
史
資
料
館
（
李
成

市
館
長
）の
第
１
１
７
回「
土

曜
セ
ミ
ナ
ー
」
で
「
優
越
感

・
差
別
感
は
歴
史
の
無
知
か

ら
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

こ
の
日
の
参
加
希
望
者
は
主

催
者
の
予
想
を
上
回
る
１
３

５
人
を
数
え
た
た
め
、
会
場

は
セ
ミ
ナ
ー
室
か
ら
韓
国
中

央
会
館
８
階
大
ホ
ー
ル
に
変

わ
っ
た
。

中
塚
さ
ん
は
「
明
治
以
降

の
日
本
が
朝
鮮
半
島
を
植
民

地
化
し
た
、
そ
う
い
う
時
代

の
歴
史
感
覚
が
第
２
次
世
界

大
戦
後
も
清
算
さ
れ
な
い
で

き
て
い
る
。
日
本
が
国
民
に

き
ち
ん
と
し
た
歴
史
を
教
え

な
い
で
き
た
か
ら
だ
」
と
指

摘
。「
明
治
は
栄
光
の
時
代
」

と
い
う
見
方
に
も
反
論
し

た
。「

『
徴
用
工
』
や
『
慰
安

婦
』
問
題
な
ど
で
は
日
本
政

府
の
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
け

が
正
し
い
と
信
じ
、
韓
国
の

言
い
分
は
間
違
っ
て
い
る
と

い
う
韓
国
蔑
視
の
見
方
が
世

の
中
に
広
が
っ
て
い
る
。
日

本
が
過
去
、
朝
鮮
に
な
に
を

し
た
の
か
を
き
ち
ん
と
知
ら

な
い
か
ら
だ
。
知
っ
て
い
れ

ば
、
も
う
少
し
違
っ
た
言
い

よ
う
が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
疑

問
を
投
げ
か
け
た
。

中
塚
さ
ん
は
日
本
近
代
史

が
専
門
。
特
に
近
代
の
日
朝

関
係
の
歴
史
を
主
に
研
究
し

て
い
る
。
１
９
６
１
年
、
国

立
国
会
図
書
館
で
第
一
次
史

料
「
陸
奥
宗
光
関
係
文
書
」

に
あ
た
り
、
日
清
戦
争
が
ど

う
い
う
戦
争
だ
っ
た
の
か
を

明
ら
か
に
し
た
。
９４
年
に
は

福
島
県
立
図
書
館
『
佐
藤
文

庫
』
で
「
日
清
戦
史
草
案
」

と
出
会
い
、
さ
ら
に
研
究
を

深
め
て
き
た
。
「
土
曜
セ
ミ

ナ
ー
」
で
は
か
つ
て
、
「
司

馬
遼
太
郎
の
歴
史
観
を
た
だ

す
」
と
題
し
て
講
演
し
た
こ

と
が
あ
る
。

講演する中塚明さん

貴
金
属
協
会
が

野
遊
会
楽
し
む

民
団
台
東
支
部
も
参
加

在
日
韓
国
人
貴
金
属
協
会

（
金
幸
太
会
長
）
は
１９
日
、

足
立
区
の
舎
人
公
園
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
広
場
で
野
遊
会
を
開

い
た
。
会
員
の
ほ
か
民
団
台

東
支
部
の
役
員
も
加
わ
り
、

家
族
そ
ろ
っ
て
約
１
５
０
人

が
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

金
会
長
が
高
ら
か
に
開
会

を
宣
言
。
焼
酎
や
マ
ッ
コ
リ

を
手
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
上

に
車
座
に
な
り
、
夫
人
た
ち

が
丹
精
を
込
め
た
キ
ム
チ
や

餅
を
味
わ
っ
た
。
午
後
か
ら

は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
抽
選
会

を
楽
し
ん
だ
。

親子そろってパン食い競争に夢中（京都国際学園運動場）

追悼碑前の庭でホウセンカの種をまく市民

【
愛
知
】
体
育
会
中
北
本

部
（
金
尚
弘
会
長
）
主
催
の

愛
知
県
韓
国
人
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
１２
日
、
東
海
市
の

新
宝
緑
地
運
動
公
園
で
行
わ

れ
た
。

金
会
長
は
「
仲
良
く
楽
し

い
ゲ
ー
ム
を
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
。
民
団
愛
知

本
部
の
朴
茂
安
団
長
も
「
雨

で
中
止
と
な
っ
た
昨
年
の
分

ま
で
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
、

民
団
の
い
ろ
ん
な
行
事
に
も

継
続
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

民
団
愛
知
管
内
１３
支
部
か

ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。
一

昨
年
の
成
績
を
も
と
に
上
位

７
チ
ー
ム
が
１
部
リ
ー
グ

に
、
そ
の
ほ
か
６
チ
ー
ム
が

２
部
リ
ー
グ
に
回
り
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
争
っ
た
。

１
部
決
勝
戦
は
豊
田
支
部

が
岡
崎
支
部
を
破
り
、
一
昨

年
の
決
勝
戦
で
西
碧
支
部
に

敗
れ
た
雪
辱
を
果
た
し
た
。

３
位
は
名
南
支
部
。
２
部
は

予
選
リ
ー
グ
を
無
敗
で
勝
ち

上
が
っ
た
名
中
支
部
と
中
村

支
部
の
対
戦
と
な
り
、
名
中

支
部
が
優
勝
。
１
部
昇
格
を

決
め
た
。３
位
は
一
宮
支
部
。

優
勝
の
豊
田
支
部
チ
ー
ム

在
日
本
大
韓
ボ
ウ
リ
ン
グ

協
会
（
張
智
成
会
長
）
は
日

本
韓
食
振
興
協
会
（
崔
千
浩

会
長
）
、
民
団
東
京
荒
川
支

部
（
鄭
在
桓
支
団
長
）
と
共

同
で
「
２
０
１
９
在
日
同
胞

オ
リ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
た
。
約
３０
人
の
同

胞
小
・
中
学
生
に
保
護
者
２０

人
が
加
わ
っ
た
。

ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル
向
島
で

行
わ
れ
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

で
は
韓
国
国
体
経
験
者
な
ど

８
人
の
在
日
ボ
ウ
ラ
ー
と
、

昨
年
、
Ｊ
Ｐ
Ｂ
Ａ
（
日
本
プ

ロ
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
）
の
プ

ロ
テ
ス
ト
に
合
格
し
た
全
栄

香
さ
ん
が
ボ
ー
ル
の
持
ち

方
、ア
プ
ロ
ー
チ
、投
球
ま
で

指
導
し
た
。
４
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
の
団
体
戦
で
は
ピ
ン

が
倒
れ
る
ご
と
に
跳
び
上
が

っ
て
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
。

こ
の
後
、
民
団
荒
川
支
部

会
館
に
会
場
を
移
し
て
プ
ル

コ
ギ
パ
ー
テ
ィ
ー
と
表
彰
式

が
行
わ
れ
た
。
交
流
会
に
は

民
団
荒
川
支
部
の
鄭
在
桓
支

団
長
、
朴
漢
圭
議
長
、
高
泰

弘
監
察
委
員
長
も
駆
け
つ

け
、
オ
リ
ニ
た
ち
の
笑
顔
を

見
守
っ
た
。
青
年
会
東
京
本

部
で
は
夏
休
み
に
開
催
す
る

オ
リ
ニ
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

の
チ
ラ
シ
を
配
り
参
加
を
呼

び
か
け
た
。

同
協
会
は
１７
年
か
ら
韓
食

振
興
協
会
、
お
よ
び
民
団
荒

川
支
部
と
コ
ラ
ボ
。
ボ
ウ
リ

ン
グ
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
オ

リ
ニ
交
流
会
を
加
え
、
企
画

を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
て
き

た
。
青
年
会
東
京
本
部
（
秋

里
亜
会
長
）
と
同
荒
川
支
部

（
鄭
昌
晃
会
長
）
の
メ
ン
バ

ー
も
運
営
に
加
わ
り
、
次
世

代
イ
ベ
ン
ト
成
功
の
一
役
を

担
っ
て
い
る
。

【
兵
庫
】
文
化
講
座
「
Ｋ

―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン
ス
」が
１４
日
、

神
戸
韓
国
教
育
院
（
宋
賢
美

院
長
）
で
開
講
し
た
。
同
教

育
院
が
韓
国
語
教
室
に
通
っ

て
い
た
オ
リ
ニ
た
ち
が
継
続

し
て
韓
国
の
文
化
に
触
れ
る

機
会
に
な
る
受
け
皿
と
し
て

今
年
か
ら
開
催
し
た
。

中
・
高
校
生
ら
９
人
が
参

加
。
宋
院
長
は
「
韓
国
語
や

韓
国
文
化
を
楽
し
む
こ
と
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。
開

講
式
の
あ
と
、
生
徒
た
ち
は

５
階
ホ
ー
ル
で
講
師
の
瀬
口

由
香
里
さ
ん
の
指
導
の
も

と
、
キ
レ
の
あ
る
ダ
ン
ス
を

楽
し
ん
だ
。

毎
第
２
・
４
火
曜
日
１９
時

～
２０
時
５０
分
。
無
料
。
参
加

対
象
は
中
・
校
生
で
国
籍
制

限
は
な
い
。

問
い
合
わ
せ
は
同
教
育
院

（
０
７
８
・
６
４
３
・
３
３

２
６
）。

【
和
歌
山
】
仁
川
広
域
市

か
ら
上
仁
川
初
等
学
校
野
球

部
が
民
団
和
歌
山
本
部
（
孫

文
敏
団
長
）
の
招
待
を
受
け

て
訪
日
し
、
有
田
市
立
保
田

小
学
校
児
童
と
交
流
し
た
。

同
野
球
部
は
５
、
６
年
生

１７
人
で
構
成
。
１０
日
は
体
育

館
で
ゲ
ー
ム
交
流
し
、
夜
は

保
田
野
球
ク
ラ
ブ
と
の
間
で

ナ
イ
タ
ー
試
合
を
楽
し
ん

だ
。同

本
部
は
県
教
育
委
員
会

の
協
力
の
も
と
「
日
韓
オ
リ

ニ
交
流
事
業
」
と
題
し
て
、

韓
国
と
県
内
の
小
学
校
と
の

交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
今
年
で
３
回
目
。

い
ち
ご
狩
り
で

４
世
代
が
交
流

民
団
八
尾
支
部

【
大
阪
】
民
団
八
尾
支
部

（
李
章
一
支
団
長
）は
１１
日
、

近
隣
の
「
八
尾
支
部
農
園
」

で
毎
年
恒
例
の
い
ち
ご
狩
り

を
行
っ
た
。
団
員
家
庭
に
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
予
定
し

て
い
た
６０
人
を
上
回
る
７０
人

が
参
加
。
４
世
代
が
ひ
と
と

き
を
共
に
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
赤
く
た
わ

わ
に
実
っ
た
い
ち
ご
に
歓
声

を
あ
げ
て
い
た
。
水
で
洗
う

の
も
待
ち
き
れ
ず
、
次
々
と

口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
り
な
が

ら
甘
酸
っ
ぱ
い
旬
の
味
を
楽

し
ん
だ
。

お
昼
は
共
に
参
加
し
た
同

支
部
の
運
営
す
る
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
「
ム
グ
ン
フ
ァ
」

に
通
う
利
用
者
た
ち
と
同
じ

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
食
事
を
と

っ
た
。
デ
ザ
ー
ト
に
は
と
れ

た
て
の
い
ち
ご
を
あ
し
ら
っ

た
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
味
わ

っ
た
。

真剣な表情でアプローチに入るオリニ

上
仁
川
初
等
学
校
（
右
）

と
保
田
小
の
野
球
部
児
童

親子でいまが旬のいちごを摘む（八尾支部農園）

金美恵子局長が太極旗について説明する

文
会
長
を
再
選

体
育
会
関
東
本
部

在
日
本
大
韓
体
育
会
関
東

本
部（
文
京
一
会
長
、
写
真
）

は
１８
日
、
東
京
・
港
区
の
韓

国
中
央

会
館
で

第
４０
回

定
期
総

会
を
開
き
、
文
会
長
を
再
選

す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
活

動
方
針
を
決
め
た
。
報
告
の

中
で
は
、
２３
年
前
か
ら
継
続

し
て
い
る
オ
リ
ニ
・
ミ
ニ
サ

ッ
カ
ー
大
会
や
今
年
７
回
目

と
な
る
オ
リ
ニ
ボ
ウ
リ
ン
グ

教
室
な
ど
、
次
世
代
育
成
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
定
着

し
、
好
評
を
博
し
て
い
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
た
。

新
年
度
方
針
は
第
１
０
０

回
韓
国
国
体
へ
の
優
秀
選
手

派
遣
、
オ
リ
ニ
ミ
ニ
サ
ッ
カ

ー
大
会
の
開
催
、
関
東
テ
ニ

ス
大
会
の
開
催
な
ど
。ま
た
、

秋
に
民
団
東
京
本
部
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
、
男
女
混
合
の

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
も
計
画
し

て
い
く
。

蹴
球
協
会
も
総
会

在
日
本
大
韓
蹴
球
協
会

（
李
根
錫
会
長
）
の
２
０
１

９
年
度
定
期
総
会
が
１８
日
、

韓
国
中
央
会
館
で
開
か
れ
、

オ
リ
ニ
を
は
じ
め
青
少
年
選

手
の
発
掘
と
育
成
、
各
種
サ

ッ
カ
ー
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
韓
国
へ
の
優
秀
選
手
派

遣
な
ど
を
柱
と
す
る
新
年
度

活
動
方
針
を
決
め
た
。

特
に
今
年
の
韓
国
国
体
ソ

ウ
ル
大
会
は
１
０
０
回
と
い

う
メ
モ
リ
ア
ル
大
会
だ
け

に
、
優
勝
を
め
ざ
す
た
め
、

優
秀
選
手
の
発
掘
を
強
化
し

選
考
委
員
会
を
開
く
。ま
た
、

１
０
０
回
大
会
用
の
特
別
ユ

ニ
ホ
ー
ム
を
製
作
し
、
レ
プ

リ
カ
を
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
し

て
販
売
す
る
。
あ
わ
せ
て
応

援
団
の
構
成
も
計
画
す
る
。

加
藤
謙
吉
氏
に

渡
来
文
化
大
賞

日
本
高
麗
浪
漫
学
会

【
埼
玉
】
第
１
回
日
本
高

麗
浪
漫
学
会

高
麗
澄
雄
記

念
「
渡
来
文
化
大
賞
」
の
表

彰
式
が
１１
日
、
日
高
市
の
高

麗
神
社
参
集
殿
を
会
場
に
行

わ
れ
た
。
高
麗
澄
雄
氏
は
高

麗
神
社
の
前
宮
司
で
、
生
前

は
渡
来
文
化
研
究
に
深
い
関

心
を
持
ち
、
さ
ら
な
る
研
究

の
進
展
を
願
っ
て
い
た
。

渡
来
文
研
究
大
賞
は
加
藤

謙
吉
氏
が
受
賞
し
た
。
著
書

の
『
日
本
古
代
の
豪
族
と
渡

来
人
～
文
献
史
料
か
ら
読
み

解
く
古
代
日
本
』
（
雄
山
閣

２
０
１
８
年
２
月
発
行
）

は
「
渡
来
文
化
研
究
の
総
決

算
と
も
い
え
る
最
先
端
の
成

果
を
示
す
研
究
。
今
後
の
研

究
を
進
め
て
い
く
う
え
で
示

唆
に
富
む
業
績
」
（
選
考
委

員
会
）
と
評
価
さ
れ
た
。

渡
来
文
化
研
究
奨
励
賞
に

は
金
宇
大
氏
『
金
工
品
か
ら

読
む
古
代
朝
鮮
と
倭
～
新
し

い
地
域
関
係
史
』
（
京
都
大

学
学
術
出
版
会

１７
年
３
月

発
行
）
が
「
業
績
は
独
創
的

で
、
優
れ
て
い
る
」
と
し
て

選
ば
れ
た
。

▽
東
京
（
張
永
軾
会
長
、

１５
日
�
第
５８
期
定
期
総
会
・

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
）

張

会
長
は
韓
国
国
内
の
学
生
へ

の
就
職
支
援
を
通
じ
て
韓
国

政
府
（
雇
用
労
働
部
、
教
育

部
）
と
直
接
話
が
で
き
る
パ

イ
プ
が
で
き
た
こ
と
を
成
果

と
し
て
挙
げ
た
。

こ
の
ほ
か
、
歌
手
の
イ
ン

・
ス
ニ
さ
ん
が
多
文
化
家
庭

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
江
原

道
に
設
立
し
た
ヘ
ミ
ル
学
校

へ
の
支
援
、
ベ
ト
ナ
ム
ホ
ー

チ
ミ
ン
の
海
外
経
済
視
察

と
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
中
心

と
し
た
「
韓
商
ら
し
い
事
業

を
展
開
し
て
き
た
」
（
高
琫

鉉
同
韓
商
常
任
顧
問
の
話
）。

承
認
さ
れ
た
第
５９
期
事
業

計
画
に
よ
れ
ば
、
各
種
業
種

別
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強
会
な
ど

を
通
じ
て
専
門
部
会
の
活
性

化
と
充
実
を
期
す
と
し
て
い

る
。
在
日
韓
国
商
工
会
議
所

か
ら
朴
義
淳
会
長
、
民
団
東

京
本
部
か
ら
李
壽
源
団
長
が

激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

▽
福
島
（
呉
海
千
会
長
、

１０
日
�
第
３４
期
定
期
総
会
・

福
島
韓
国
会
館
）

呉
会
長

は
商
工
人
の
交
流
と
財
政
確

立
に
重
点
を
置
く
と
述
べ

た
。
こ
の
日
上
程
さ
れ
た
議

案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

第
２
部
で
は
東
京
海
上
日

動
の
前
山
直
人
郡
山
支
社
長

代
理
が
事
業
継
続
計
画
に
つ

い
て
講
演
を
行
っ
た
。

オ
リ
ニ
土
曜
学
校

民
団
長
野
で
開
講

２３
人
が
仲
間
づ
く
り

【
長
野
】
民
団
長
野
本
部

（
金
龍
洙
団
長
）
で
１１
日
、

１９
年
度
オ
リ
ニ
土
曜
学
校
が

開
校
し
た
。
開
校
式
に
は
２３

人
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
自
己

紹
介
し
て
新
し
い
仲
間
づ
く

り
に
励
ん
だ
。

こ
の
日
は
民
団
役
員
が
１

年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
説
明

を
行
い
、
韓
国
の
気
候
風
土

や
国
歌
、
国
民
儀
礼
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
っ
た
。

開
校
式
に
は
同
本
部
か
ら

金
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
役

員
と
長
野
韓
国
教
育
院
の
朴

基
千
院
長
が
参
席
し
た
。

訂
正

４
月
２４
日
付
３
面

「
愛
の
分
か
ち
合
い
」発
足
記

事
中
、
同
団
体
と
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
に
本
部
を
置
く
「
グ

ロ
ー
バ
ル
チ
ル
ド
レ
ン
・
フ

ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｇ
Ｃ

Ｆ
）」を
関
連
付
け
て
報
道
し

ま
し
た
が
、
実
際
は
一
切
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

関
連
す
る
記
述
箇
所
を
削
除

し
、
「
Ｇ
Ｃ
Ｆ
」
関
係
者
に

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ホ
ウ
セ
ン
カ
の
種
を
ま
く
市
民

有
志

虐
殺
の
事
実
伝
え
１０
年

関
東
大
震
災

韓
国
・
朝
鮮
人
追
悼
碑
東京・墨田

韓
・
日
児
童
が
野
球
交
流

民
団
和
歌
山
が
両
国
橋
渡
し

韓
商
総
会

「優越感・差別感は歴史の無知から」
「土曜セミナー」中塚明さん講演

清算されていない植民地史観

民
団
愛
知
１３
支
部
熱
戦

体
育
会
中
北

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

中中・・高高校校生生ががキキレレキキレレダダンンスス

「
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
講
座
」開
講
神
戸
韓
国

教

育

院

�
同
胞
交
流
ハ
ン
マ
ダ
ン
�

民
団
京
都

家
族
連
れ
４
百
人
集
う

ボ
ウ
リ
ン
グ
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ

３
団
体

コ
ラ
ボ

「
オ
リ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」

第２９２９号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０１９年５月２２日（水曜日）（３）
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歌 舞 公 演 展 示 会

「
氷
速
女
帝
」と
呼
ば
れ
、

２
０
１
０
年
バ
ン
ク
ー
バ

ー
、
１４
年
ソ
チ
両
五
輪
の
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子
５
０

０
�
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
、
昨
年
の
平
昌
冬
季
五
輪

で
は
日
本
の
小
平
奈
緒
と
金

メ
ダ
ル
を
競
い
合
っ
た
李
相

花
（
３０
）
が
１６
日
、
ソ
ウ
ル

市
内
で
記
者
会
見
し
、
正
式

に
引
退
を
表
明
し
た
。

引
退
を
決
心
し
た
理
由
に

つ
い
て
、
「
平
昌
五
輪
後
、

選
手
を
続
け
よ
う
と
し
た
が

慢
性
的
な
膝
の
負
傷
で
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
戻
ら
な
か
っ

た
。
フ
ァ
ン
が
良
い
姿
で
覚

え
て
く
れ
て
い
る
う
ち
に
選

手
生
活
を
締
め
く
く
る
べ
き

だ
と
思
い
、引
退
を
決
め
た
」

と
語
り
、
涙
も
見
せ
た
。

１３
年
に
打
ち
立
て
た
女
子

５
０
０
�
の
世
界
記
録
（
３６

秒
３６
）
は
現
在
ま
で
破
ら
れ

て
い
な
い
。

自
国
開
催
の
平
昌
大
会
で

は
金
メ
ダ
ル
が
期
待
さ
れ
た

が
、
小
平
に
次
ぐ
２
位
で
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
３
連

覇
を
逃
し
、
悔
し
涙
を
流
す

李
を
小
平
が
抱
い
て
ね
ぎ
ら

い
、
両
選
手
が
互
い
を
た
た

え
合
っ
た
姿
は
、
平
昌
五
輪

の
感
動
シ
ー
ン
と
し
て
記
憶

さ
れ
て
い
る
。

引
退
を
聞
い
た
小
平
は

「
共
に
高
み
を
目
指
し
て
き

た
仲
間
が
競
技
か
ら
退
く
時

が
来
て
、
寂
し
い
気
持
ち
と

感
謝
の
気
持
ち
が
入
り
交
じ

っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
先
の

こ
と
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
で
し
た
が
、
そ
の
時

が
来
た
の
だ
な
と
実
感
し
ま

し
た
」
と
、
好
敵
手
の
引
退

を
惜
し
ん
だ
。
「
サ
ン
フ
ァ

に
は
、
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て

き
た
心
と
身
体
を
ま
ず
休
め

て
、
次
の
新
し
い
人
生
を

清
々
し
い
気
持
ち
で
歩
み
出

し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
ス
ゴ
ヘ
ッ
ソ

ク
リ
ゴ

コ
マ
ウ
ォ
ヨ（
お
疲
れ
様
、

そ
し
て
有
り
難
う
）
」
と
、

韓
国
語
を
交
え
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

李
相
花
も
「
奈
緒
と
は
縁

が
深
い
。
中
学
生
の
時
か
ら

友
情
を
育
ん
で
き
た
。
奈
緒

は
ま
だ
現
役
選
手
だ
が
、
ト

ッ
プ
の
座
を
守
ろ
う
と
欲
張

り
す
ぎ
る
の
で
は
な
く
、
や

っ
て
い
た
通
り
に
す
れ
ば
い

い
と
思
う
。
近
く
奈
緒
が
い

る
長
野
に
遊
び
に
行
く
」
と

話
し
た
。

「
嘉
麻
の
お
く
ら
短
歌
コ
ン

ク
ー
ル
」
は
全
国
の
小
中
学
生

か
ら
１
千
首
以
上
の
作
品
が
集

ま
る
。
主
催
は
嘉
麻
の
お
く
ら

短
歌
同
好
会
。
「
お
く
ら
」
と

は『
万
葉
集
』の
代
表
的
歌
人
、

山
上
憶
良
の
こ
と
だ
。
８
世
紀

に
筑
前
国
守
と
し
て
現
在
の
筑

豊
へ
来
て
い
る
。
飯
塚
市
に
も

憶
良
と
大
伴
旅
人
の
歌
碑
が
あ

る
が
、
嘉
麻
市
に
は
憶
良
の
歌

碑
が
１５
基
も
立
つ
。
憶
良
が
こ

の
地
で
撰
定
し
た
「
嘉
麻
３
部

作
」
が
あ
る
か
ら
だ
。
私
は
同

好
会
に
よ
る
短
歌
講
座
の
講
師

と
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
者
を
務
め

て
い
る
。

私
が
憶
良
へ
の
関
心
を
強
め

た
き
っ
か
け
は
中
西
進
先
生
の

『
悲
し
み
は
憶
良
に
聞
け
』だ
。

「
憶
良
は
『
在
日
』
だ
っ
た
」

と
表
さ
れ
て
い
る
。
憶
良
は
４２

歳
で
遣
唐
使
と
な
る
が
、
そ
れ

ま
で
の
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
研
究
の
第
一
人
者

と
言
わ
れ
る
中
西
先
生
は
、
憶

良
の
父
は
百
済
の
宮
廷
医
で
国

が
滅
亡
し
た
時
に
幼
い
憶
良
と

日
本
へ
渡
っ
て
き
た
と
の
説
を

掲
げ
る
。
唐
へ
発
つ
時
は
無
位

だ
っ
た
が
帰
国
後
に
従
五
位
下

と
し
て
貴
族
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
、
伯
耆
国
守
や
皇
太
子
の

家
庭
教
師
を
務
め
た
。

そ
の
憶
良
が
筑
前
国
守
と
な

っ
て
大
宰
府
へ
や
っ
て
き
た
の

は
６７
歳
頃
。
現
在
で
は
８７
歳
に

相
当
す
る
年
齢
で
任
命
さ
れ
た

の
は
韓
半
島
と
の
情
勢
が
不
穏

だ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
韓
中

日
の
３
カ
国
語
が
で
き
る
の
で

遠
朝
廷
（
と
お
の
み
か
ど
）
の

大
宰
府
で
外
交
を
担
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
へ
大
宰
帥
（
だ
ざ
い
の

そ
ち
）
と
し
て
赴
任
し
た
の
が

大
伴
旅
人
で
あ
る
。
同
じ
６０
代

の
２
人
は
触
発
し
あ
っ
て
新
し

い
文
学
を
作
り
出
し
た
。
他
の

官
人
や
僧
ら
も
加
わ
っ
て
後
に

筑
紫
歌
壇
と
呼
ば
れ
る
活
発
な

詩
歌
の
場
が
生
ま
れ
た
。

そ
の
序
文
が
新
元
号「
令
和
」

の
典
拠
と
な
っ
た「
梅
花
の
歌
」

は
、
７
３
０
（
天
平
２
）
年
の

正
月
に
旅
人
邸
で
開
か
れ
た
梅

花
の
宴
で
九
州
の
官
人
ら
３２
人

が
詠
ん
だ
。
当
時
の
大
宰
府
は

ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ペ
ル

シ
ャ
か
ら
の
往
来
も
あ
る
国
際

都
市
で
、
宴
に
は
憶
良
を
は
じ

め
渡
来
人
の
薬
師
（
医
師
）
張

福
子
も
い
た
。
こ
の
宴
は
背
後

に
都
で
の
政
変
が
あ
り
、
内
外

の
緊
張
状
態
の
中
で
行
わ
れ
た

も
の
だ
。
現
実
の
政
治
を
離
れ

て
皆
で
舶
来
植
物
の
梅
を
題
と

し
て
詠
い
継
い
だ
。

け
れ
ど
も
万
葉
歌
人
の
中
で

子
ど
も
や
貧
し
さ
や
老
い
を
詠

ん
だ
の
は
憶
良
だ
け
だ
。

銀
も
金
も
玉
も
何
せ
む
に
勝

れ
る
宝
子
に
し
か
め
や
も

た
と
え
ば
嘉
麻
３
部
作
の
中

の
有
名
な
こ
の
歌
は
、
単
に
わ

が
子
が
か
わ
い
い
と
手
放
し
で

言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
に
は
仏
教
や
儒
教
に
精
通

し
た
憶
良
が
子
へ
の
愛
と
苦
し

み
多
い
世
の
中
を
見
据
え
て
出

し
た
考
え
が
こ
も
っ
て
い
る
。

人
生
を
真
摯
に
み
つ
め
た
憶

良
は
人
の
死
や
農
民
の
窮
乏
に

も
深
く
心
を
寄
せ
て
多
く
の
詩

歌
を
残
し
た
。
そ
の
憶
良
の
人

生
を
思
う
。

百
済
生
ま
れ
か
も
し
れ
な
い

憶
良
に
は
出
会
う
べ
く
し
て
出

会
っ
た
気
が
し
て
い
る
。
私
の

ル
ー
ツ
と
、
筑
豊
に
生
ま
れ
た

こ
と
と
、
う
た
を
詠
む
こ
と
。

別
々
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
が

憶
良
に
よ
っ
て
一
つ
に
つ
な
が

っ
た
の
で
あ
る
。

在
日
の
心
を
知
る
と
い
う
憶

良
吹
か
れ
し
風
に
わ
れ
も
吹

か
る
る

伝
統
文
化
を
現
代
的
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
作
品
を
紹
介
す

る
韓
国
文
化
院
４０
周
年
特
別

企
画
展
「
２
０
１
９
韓
国
工

芸
の
法
古
創
新
―
水
墨
の
独

白
」
が
６
月
１１
日
ま
で
、
東

京
・
新
宿
区
の
同
院
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ｍ
Ｉ
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。

作
品
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ミ

ラ
ノ
で
４
月
１０
日
か
ら
１４
日

ま
で
開
催
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

の
祭
典
「
ミ
ラ
ノ
デ
ザ
イ
ン

ウ
ィ
ー
ク
２
０
１
９
」
に
設

置
さ
れ
た
韓
国
館
で
展
示
さ

れ
た
も
の
。
作
家
２３
人
に
よ

る
カ
ッ（
笠
子
帽
）、
採
箱
、

紙
縄
、
陶
磁
、
鍮
器
な
ど
韓

国
が
誇
る
独
特
な
技
法
で
作

ら
れ
た
新
作
７５
点
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
壁
と
床
を

白
と
黒
に
色
分
け
し
、
白
の

ス
ペ
ー
ス
に
は
黒
の
作
品
、

黒
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
白
の
作

品
が
、
朝
鮮
朝
時
代
の
民
画

で
あ
る
冊
架
図
（
書
架
を
中

心
に
文
房
具
や
骨
董
品
な
ど

を
描
い
た
絵
）
を
思
わ
せ
る

ア
ク
リ
ル
の
展
示
台
に
置
か

れ
い
る
。
展
示
台
は
、
白
銅

に
繊
細
な
文
様
を
施
し
た
ア

ク
リ
ル
製
の
平
壌
半
閉
櫃

（
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
・
パ
ン
ダ
ジ
）

を
手
が
け
た
ヤ
ン
・
ヒ
ョ
ン

ス
ン
さ
ん
が
制
作
し
た
。

韓
国
に
ご
く
わ
ず
か
し
か

残
っ
て
い
な
い
カ
ッ
イ
ル

（
笠
子
帽
づ
く
り
）
職
人
の

パ
ク
・
チ
ャ
ン
ヨ
ン
さ
ん
は

４
代
目
。
銀
糸
や
竹
糸
な
ど

の
素
材
を
使
っ
て
朝
鮮
朝
時

代
の
姿
の
ま
ま
再
現
し
た
カ

ッ
は
、
華
や
か
さ
と
気
品
に

あ
ふ
れ
る
。
形
の
異
な
る
５

つ
の
カ
ッ
を
紹
介
し
て
い

る
。絹

、
韓
紙
、
銀
を
用
い
た

キ
ム
・
ユ
ン
ソ
ン
さ
ん
の
婚

扇
は
、
５
方
色
（
青
、
赤
、

黄
、
白
、
黒
）
で
は
な
く
、

モ
ノ
ト
ー
ン
で
仕
上
げ
た
。

伝
統
的
な
色
糸
ヌ
ビ
の
技
を

楽
し
め
る
作
品
だ
。
刺
繍
や

装
飾
を
排
除
し
た
シ
ン
プ
ル

な
枕
、
ポ
ソ
ン
な
ど
も
目
を

引
く
。

１０
～
１７
時
開
館
。
日
曜
休

館
（
５
月
２３
日
と
２９
日
は
１９

時
ま
で
）
。
無
料
。
問
い
合

わ
せ
は
同
院
（
０
３
・
３
３

５
７
・
５
９
７
０
）。

展示されている作品

４０
周
年
特
別
企
画
展

笑顔で会見する李相花さん

嘉麻市・鴨生憶良苑の歌碑
（嘉麻のおくら短歌同好会提供）

演
歌
歌
手
、
キ
ム
・
ヨ
ン

ジ
ャ
さ
ん
の
日
本
デ
ビ
ュ
ー

３０
周
年
川
崎
特
別
コ
ン
サ
ー

ト
が
６
月
２５
日
、
カ
ル
ッ
ツ

か
わ
さ
き（
川
崎
区
富
士
見
）

で
開
か
れ
る
。

キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ
さ
ん
は
、

１
９
７
４
年
、
歌
手
デ
ビ
ュ

ー
。日

本
で
は
８９
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

紅
白
歌
合
戦
の
「
朝
の
国
か

ら
」
で
初
出
場
し
、
以
後
、

精
力
的
に
活
動
を
展
開
。
２

０
０
９
年
か
ら
は
韓
国
を
拠

点
に
本
格
的
に
活
動
を
再
開

し
た
。
１３
年
に
リ
リ
ー
ス
し

た「
ア
モ
ー
ル
・
フ
ァ
テ
ィ
」

が
韓
国
の
若
者
の
支
持
を
得

て
、
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
美
空

ひ
ば
り
、
昭
和
歌
謡
の
名
曲

の
数
々
と
、
自
身
の
ヒ
ッ
ト

曲
か
ら
最
新
曲
「
ア
モ
ー
ル

・
フ
ァ
テ
ィ
」
ま
で
を
披
露

す
る
。
ゲ
ス
ト
は
加
藤
お
さ

む
さ
ん
、鳥
屋
尾
明
盛
さ
ん
、

金
眞
さ
ん
。

公
演
は
、
１４
時
（
昼
）
、

１８
時
（
夜
）
の
２
回
。
Ｓ
Ｓ

席
７
０
０
０
円
ほ
か
。
チ
ケ

ッ
ト
は
サ
ウ
ン
ド
ポ
ー
ト

（
０
４
５
・
２
４
３
・
９
９

９
９
）
。
問
い
合
わ
せ
は
実

行
委
員
会
（
０
４
４
・
２
４

５
・
０
０
９
１
。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

１０
人
を
御
招
待

キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
ャ
デ
ビ

ュ
ー
３０
周
年
川
崎
特
別
コ

ン
サ
ー
ト
に
読
者
１０
人
を

招
待
し
ま
す
。

は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
名
前
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒

１
０
６
―
８
５
８
５

東

京
都
港
区
南
麻
布
１
―
７

―
３２

民
団
新
聞
社
「
読

者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」係
。６
月

３
日
必
着
。
当
選
者
に
招

待
状
を
郵
送
。公
演
当
日
、

受
け
付
け
で
招
待
状
と
チ

ケ
ッ
ト
を
交
換
す
る
。
昼

・
夜
の
ど
ち
ら
も
入
場
可
。

韓
国
政
府
の
認
証
し
た
水

産
物
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン

ド
「
Ｋ
・
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
」
の
販

路
拡
大
を
め
ざ
す
韓
国
水
協

中
央
会
東
京
事
務
所
（
金
東

熙
所
長
、
港
区
）
が
９
日
、

東
京
・
新
宿
の
日
韓
農
水
産

食
文
化
協
会（
趙
善
玉
会
長
、

東
京
・
新
宿
）
で
韓
国
産
海

藻
類
を
活
用
し
た
料
理
教
室

を
開
い
た
。

韓
国
産
海
藻
類
は
海
苔
が

代
表
的
だ
が
、
ワ
カ
メ
や
ひ

じ
き
、
昆
布
も
主
要
な
輸
出

水
産
物
だ
。
こ
の
日
は
ワ
カ

メ
の
チ
ヂ
ミ
を
作
っ
た
。

調
理
の
指
導
は
趙
会
長
が

担
当
。
ワ
カ
メ
は
粉
末
を
使

い
、
玉
ね
ぎ
と
に
ん
じ
ん
、

し
い
た
け
と
一
緒
に
小
麦
で

溶
い
て
焼
き
あ
げ
る
と
香
ば

し
い
緑
色
と
な
っ
た
。
参
加

者
た
ち
は
「
色
が
す
ご
く
き

れ
い
」
と
驚
き
の
声
を
上
げ

て
い
た
。
実
習
を
終
え
る
と

出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
チ

ヂ
ミ
の
ほ
か
、
刺
身
、
温
・

冷
２
種
の
ス
ー
プ
な
ど
ワ
カ

メ
の
フ
ル
コ
ー
ス
が
全
員
に

ふ
る
ま
わ
れ
た
。

趙先生の教えを守りながら…

Ｇ
２０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
開
催

記
念
特
別
公
演
「
千
年
の
響

千
年
の
舞
」が
６
月
１２
日
、

大
阪
・
北
区
の
サ
ン
ケ
イ
ホ

ー
ル
ブ
リ
ー
ゼ
で
開
か
れ

る
。
同
公
演
は
、
大
阪
韓
国

文
化
院
と
民
団
大
阪
本
部
の

共
催
。
出
演
の
国
立
民
俗
国

楽
院
は
、
１
９
９
２
年
パ
ン

ソ
リ
の
本
場
、
全
羅
北
道
の

南
原
市
で
創
立
。
当
日
は
、

器
楽
合
奏
「
シ
ナ
ウ
ィ
」
、

舞
踊
「
扇
子
舞
」
、
カ
ヤ
グ

ム
並
唱
、
南
道
民
謡
、
パ
ン

グ
ッ
と
小
鼓
舞
（
写
真
）
な

ど
を
披
露
す
る
。

１９
時
開
演
。
無
料
。
観
覧

希
望
者
は
、
同
院
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
６
・
６

２
９
２
・
８
７
６
８
）
か
ら

申
し
込
み
。５
月
３１
日
締
切
。

招
待
状
は
当
選
者
に
６
月
３

日
に
発
送
予
定
。
問
い
合
わ

せ
は
同
院
（
０
６
・
６
２
９

２
・
８
７
６
０
）。

『
飲
食
知
味
方
』
に
出
て
く
る

「
タ
シ
ク
」
と
い
う
お
菓
子
は
、

現
代
で
も
韓
菓
の
代
表
的
な
一
つ

で
す
。
茶
文
化
は
高
麗
時
代
ま
で

普
及
し
て
い
ま
し
た
。
タ
シ
ク
は

お
茶
う
け
と
し
て
食
べ
る

ほ
か
、
祭
祀
を
執
り
行
う

際
の
供
え
物
と
し
て
使
わ

れ
、
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

漢
字
で
は
「
茶
食
」
と
書
き
ま
す
。

作
り
方
は
、
茶
食
板
（
タ
シ
ク
バ
ン
）

と
い
う
木
型
に
入
れ
て
型
押
し
し
ま
す

が
、
模
様
の
中
に
「
茶
」
と
い
う
漢
字

一
文
字
が
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
ま
す
。

漢
字
は
、
朝
鮮
王
朝
第
４
代
王
の
世
宗

に
よ
っ
て
ハ
ン
グ
ル
が
創
製
（
１
４
４

３
年
）
さ
れ
る
ま
で
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。本

書
に
は
、
タ
シ
ク
の
材
料
は
小
麦

粉
一
斗
、
は
ち
み
つ
一
升
、
ゴ
マ
油
８

合
と
あ
り
、
か
な
り
の
量
を
作
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
作
り
方
は
瓦
を
寝
か
せ

土
を
の
せ
る
、
そ
の
上
に
紙
を
敷
き
、

タ
シ
ク
の
生
地
を
の
ば
し
、
上
か
ら
瓦

を
の
せ
、
と
ろ
火
で
焼
く
と
あ
る
の
で

保
存
食
に
し
た
の
で
し
ょ
う
。

瓦
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
に
よ

る
と
新
羅
な
ど
か
ら
硬
質
の
土
器
を
作

る
技
術
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
う
記
述

が
あ
り
ま
す
。
朝
鮮
朝
時
代
に
書
か
れ

た
一
冊
の
料
理
書
が
、
日
本
の
歴
史
へ

と
繋
が
る
の
も
面
白
い
で
す
ね
。

◇材料（４人分）

小麦粉１カップ１００ｇ、

塩小さじ１／４、はち

みつ４０ｇ、ゴマ油大さ

じ１と１／２、酒大さ

じ１、ゴマ油適当量

◇つくり方

１．小麦粉に塩を入れ、

ふるいにかけてから

こんがりと炒め、は

ちみつ、ゴマ油と酒

を入れて練る。

２．練ったものを茶食板

に入れて型をとる。

３．フライパンに油紙を

敷いて�２を入れて弱

火で７分ほど焼く。

４．�２の残りを焼くとき

は�３のフライパンが

熱くなっているので

３～５分程焼いてで

きあがり。

５．焼きあがったら器に

盛って出す。

◆秀林文化財団創立１０周年記

念・金煕秀先生追悼公演「韓国

音楽の楽・歌・舞」

６月１８日。１９時開演。韓国文

化院ハンマダンホール（東京・

新宿区）。観覧希望者は同院Ｈ

Ｐの応募コーナーから申し込

み。定員３００人。６月３日締切。

当選者へ公演１週間前までに確

認書をメールする。

出演は金ソルダニエル（チェ

ロ）、尹茶暎（カヤグム）、金一

志（韓国舞踊）、金大伊（鼓手）。

問い合わせは同院（０３・３３５７

・５９７０）。

◆第５回東京国際美術祭

６月３日～９日。１２～１８時開

催（初日は１８～２０時）。好文画

廊（東京・中央区）。無料。

日本とオーストリアの修好

１５０周年記念事

業として、６人

のオーストリア

現代美術の中心

作家をはじめ、

ポルトガル、日

本など１０カ国６０

点の作品を展示

する。韓国はソ

ウル在住のジョ

ン・ギョンシッさんの作品（写

真）が展示され、日本在住の洪

美慶さんも出展する。初日１９時

から音楽会が行われる。

問い合わせは同祭事務局アー

トネット（０３・３３２７・０９８９）。

◆李華書芸会「扇子展」

６月１８日～２３日。１０～１８時開

館（最終日１６時まで）。アクロ

ス福岡２階（メッセージホワイ

エ、中央区）。

ハングル、漢字、水墨画など、

多彩な作品展。今年、初めて扇

子の作品に挑戦した作品約５０展

を展示する。

問い合わせは同会主宰の李安

子（電話／ＦＡＸ０９２・６７１・８７

９８）。

憶良の吹かれた風に

令和典拠の梅の宴

言いしれぬ縁思う

�
良良
いい
姿姿
のの
まま
まま
記記
憶憶
しし
てて
ほほ
しし
いい
�

李相花選手 引退会見

「膝のケガもう限界」

２０１９韓国工芸の法古創新―水墨の独白
伝統文化を現代にアレンジ

韓韓
国国
文文
化化
院院
でで
開開
催催
中中

演
歌
歌
手
・
キ
ム
・
ヨ
ン
ジ
�
さ
ん

３０
周
年
川
崎
特
別
コ
ン
サ
�
ト
６・２５

韓
国
産
海
藻
使
い

家
庭
料
理
を
実
習

韓国水協

今
も
代
表
的
な
韓
菓

タタ

シシ

クク

千
年
の
響

千
年
の
舞

Ｇ
２０
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
記
念
公
演

時時
のの
かか
がが
みみ

キキ
ムム
・・
英英
子子
・・
ヨヨ
ンン
ジジ
�
（（
歌歌
人人
））

（４）２０１９年５月２２日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９２９号


